
７ どがなかな大田市です鎧 ２００７．６

　シリーズ新石見銀山⑥

歴史を見つめなおす
この数年、石見銀山の現地に足
しげく通えません。臨場感や時事
性のある情報がお伝えできなく心
苦しく思っています。しかし、こ
のことを補うに余りある情報の提
供や見聞もあります。
井戸さんの頌徳碑が身近にあっ
たこと、遠足でゆかりの山城や海
辺にいったこと、瀬戸内海の港へ
続く銀山街道を歩いていること、
ふるさとの味を思い出してみるこ
と・・・。今回はそのひとつをご
紹介します。
「愚妻安産いたし候所　母子と
も堅固大慶至極仕候　女子につき
お千代と名を付け申し候」、「おみ
つ儀　疱瘡本うみになり・・」。
これは銀山に関わり深い旧家の
江戸時代文書に記されたもので、
末えいの方が開設されたホーム
ページで知りました。
「子供の出産は今も昔もうれし
い」、「江戸時代、子供の病気で恐
ろしいものは疱瘡（ほうそう）。幼
子が奇跡的に快復した場合、その
体を酒湯(ささゆ・お酒をいれた

お湯）で浸した手拭いで拭いて
やったようだ」。
これは、そこに書かれているコ
メントで胸を打ちます。まず最小
単位の家族があり、喜怒哀楽の日
常があったこと。たとえば、男女
の別は問わず子供の出産はうれし
い。疱瘡病いにかかった（今では
絶滅宣言された天然痘。江戸時代
は死に病であった）幼子が奇跡的
に快復したときは心底喜んだ親の
姿に思いをよせられたのでしょう。
歴史は、そういった日々の姿の延
長線上にあるのだと、改めて気づ
かせてくれます。
石見銀山の場合、ともすれば鉱
山であるので、男社会や技術、経
営などに目を奪われがちで、わた
しもそのひとりと自戒しています。
最近、「ユビキタス－いたるとこ
ろに存在するという意味のラテン
語が語源」、「神は細部に宿る」と
いう言葉によく触れます。いたる
ところの細かいことに触れる機会
はきっと身近にあるはずです。そ
して現在を見つめなおすことにも
つながると思います。

清水の金柄杓（今年２月撮影）

温泉津街道清水地区にある 道床山 
どうとこやま

の伏流水を水源とした古くからの

水飲み場。近所の方がロウソクに

明りを灯し水神さんのお祭りをか

かさない。

８月の水神さんのお祭りは、地元

の人々により今もなお続いている。
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第７回ふるさと文芸賞授賞式の様子


